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前書き

• Quest® NetVault®Backup ビル ト イ ン ・ プ ラグイ ンについて

• 本ガイ ド について

• 対象ユーザー

• 参考資料

Quest® NetVault®Backup ビル ト イ ン ・

プラグイ ンについて
ビル ト イ ン ・ プ ラグイ ンは、 Quest® NetVault®Backup ビル ト イ ン ・ プラグイ ン （NetVault Backup ビル ト イ ン ・

プ ラグイ ン） ソ フ ト ウ ェ アに同梱されており、 NetVault Backup サーバーまたはク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アの

イ ンス ト ール時に、 各マシンに自動的にイ ンス ト ールされます。 NetVault Backup の標準イ ンス ト ールには、 以

下のビル ト イ ン ・ プ ラグイ ンが含まれます。

• Quest NetVault Backup Plug-in for FileSystem （Plug-in for FileSystem） ： Plug-in for FileSystem は、

重要なフ ァ イル ・ システム ・ データのリ カバリ可能性に対する信頼性を高め、 複雑なバッ クア ッ プ / リ カ

バリ ・ スク リ プ ト を作成する必要をな く し ます。 直感的なユーザー ・ イ ン ターフ ェ イス と自動ワーク フ

ロー ・ プロセスを利用し たこのプ ラグイ ンは、 複数のリ カバリ ・ シナ リ オに対応し た柔軟なバッ クア ッ
プ ・ ポリ シーの設定、 構成、 および作成を行う、 中心的なコ ン ソールと し て機能し ます。 フル、 増分、 差

分バッ クア ッ プのサポー ト によ り、 使用するバッ クア ッ プ手段を選択する こ とができます。 このプ ラグイ

ンは、 低限の操作でボリ ューム全体、 個別のパーテ ィ シ ョ ン、 または個別のデ ィ レ ク ト リ と フ ァ イル
をすばや く 確実にリ ス ト アできるよ う にし て、 ダウン タ イムを 低限に抑えます。 幅広いバッ クア ッ プ ・

デバイスが自動的に統合されるため、 データの保護およびサイ ト 外への安全な保管によ って障害復旧お
よび業務継続性の目標が確実に満た されます。

• Quest NetVault Backup Plug-in for Consolidation （Plug-in for Consolidation） ： Plug-in for 
Consolidation では、 フル ・ バッ クア ッ プ と それに関連付けられた増分バッ クア ッ プを統合し て、 複合

セーブセ ッ ト を作成できます。 こ う し たコ ン ソ リデー ト されたセーブセ ッ ト は、 後続の増分バッ クア ッ プ

のベース と し て使用できます。 た と えば、 初のフル ・ バッ クア ッ プ後に、 月曜から金曜まで増分バッ ク

ア ッ プをスケジュールし て、 土曜日にバッ クア ッ プ ・ コ ン ソ リデー ト ・ ジ ョ ブをスケジュールする こ と
ができます。 土曜日に作成し た、 コ ン ソ リデー ト されたバッ クア ッ プを、 翌週の増分バッ クア ッ プのベー

ス と し て使用できます。 Plug-in for Consolidation は、 ク ラ イアン ト のデータ をバッ クア ッ プするのではな

く 、 既存のセーブセ ッ ト を 1 つにま とめた複合セーブセ ッ ト を作成し ます。

• Quest NetVault Backup Plug-in for Data Copy （Plug-in for Data Copy） ： Plug-in for Data Copy では、

オフサイ ト ・ ス ト レージおよびデ ィ ザス タ ・ リ カバリのために、 1 つまたは複数のバッ クア ッ プ ・ コ ピー

を作成できます。 ピーク時以外の時間にデータ を コ ピーまたは移行するよ う にジ ョ ブをスケジュールし

て、 バッ クア ッ プ ・ ウ ィ ン ド ウを縮小する こ とができます。 Plug-in for Data Copy は、 ク ラ イアン ト の

データ をバッ クア ッ プするのではな く 、 既存のバッ クア ッ プのコ ピーを作成し ます。

• Quest NetVault Backup Plug-in for Databases （Plug-in for Databases） ： Plug-in for Databases では、

NetVault データベースに保管されているシステム ・ データ （設定フ ァ イル、 システム設定、 バッ クア ッ プ ・

インデッ クス、 バッ クア ッ プ ・ メデ ィ ア情報、 ジ ョ ブのスケジュール、 ラ イセンス ・ キーなど） を保護し
ます。 このバッ クア ッ プを使用して、 障害発生後に NetVault Backup サーバーの機能を復元できます。
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• Quest NetVault Backup Plug-in for Raw Devices （Plug-in for Raw Devices） ： The Plug-in for Raw 
Devices では、 物理デ ィ スクに保管されているデータ を保護し ます。 このプ ラグイ ンによ り、 複雑なスク

リ プ ト を作成し な く ても、 Master Boot Record （MBR）、 システム ・ パーテ ィ シ ョ ン、 および個別のユー

ザー ・ パーテ ィ シ ョ ンをポイ ン ト ・ アン ド ・ ク リ ッ ク操作で復元できます。

• Quest NetVault Backup Plug-in for Rapid Data Access （Plug-in for RDA） ： Plug-in for RDA によ り、

重複排除アプ ラ イアンスの Quest DR Series システムやソ フ ト ウ ェ ア定義の Quest QoreStor™ ス ト レー

ジ ・ デバイス （Linux のみ） など、 他の製品で提供されている ク ラ イアン ト 側の重複排除機能およびイ ン

ラ イ ン式重複排除機能を使用できるよ う にな り ます。

本ガイ ド について
本ガイ ドは、 以下のプ ラグイ ンの設定および使用方法を説明し ています。

• Plug-in for Consolidation

• Plug-in for Data Copy

• Plug-in for Databases

• Plug-in for Raw Devices

Plug-in for FileSystem の使用についての詳細は、 『Quest NetVault Backup Plug-in for FileSystem ユーザーズ ・ ガ

イ ド』 を参照し て く だ さい。

対象ユーザー
本ガイ ドは、 バッ クア ッ プ管理者と、 組織のバッ クア ッ プ戦略を設計および実施する責任を担う その他の技術者
を対象と し ています。 前提と し て、 NetVault Backup サーバーおよびク ラ イアン ト を実行するオペレーテ ィ ング ・

システムについての十分な知識がある こ とが必要です。

参考資料
• Quest NetVault Backup イ ンス ト レーシ ョ ン ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 NetVault Backup サーバーおよ

びク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウ ェ アのイ ンス ト ール方法について詳し く 説明し ています。

• Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 データ を保護するための

NetVault Backup の設定および使用方法について説明し ています。 NetVault Backup のすべての特徴と機能

に関する総合的な情報を提供し ています。

• Quest NetVault BackupCLI リ フ ァ レンス ・ ガイ ド ： このガイ ド では、 NetVault Backup コマン ド ラ イ ン ・

ユーテ ィ リ テ ィ の使用方法について説明し ます。

これらのガイ ドは、 https://support.quest.com/technical-documents からダウンロー ド できます。
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Plug-in for Consolidation の使用  

• バッ クア ッ プ ・ コ ン ソ リデー ト 方法について

• デフ ォル ト 設定の構成

• コ ン ソ リデー ト 実行後のセーブセ ッ ト の作成

• コ ン ソ リデー ト 実行後のセーブセ ッ ト のリ ス ト ア

バッ クア ッ プ ・ コ ン ソ リデー ト 方法につ
いて
このプ ラグイ ンは、 以下の方法でフルバッ クア ッ プ と増分バッ クア ッ プを統合し ます。

• バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ ： この方法は、 選択し た増分バッ クア ッ プまでのすべてのバッ クア ッ プをま とめ

て、 複合セ ッ ト を作成し ます。 た と えば、 日曜日にフル ・ バッ クア ッ プを実行し、 月曜日から土曜日まで

は増分バッ クア ッ プを実行する場合に、 水曜日の増分バッ クア ッ プで選択し たバッ クア ッ プまですべて
のセーブセ ッ ト を コ ン ソ リデー ト する こ とができます。

この方法を使って、 バッ クア ッ プ ・ スケジュールの変更、 増分バッ クア ッ プの保管先メ デ ィ アの再使用、
またはアーカ イブの作成を行う前に、 コ ン ソ リデー ト されたセーブセ ッ ト を作成できます。

• バッ クア ッ プ ・ セ ッ ト ： この方法は、 選択し たバッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を使って作成され

た 新の増分バッ クア ッ プまでのすべてのバッ クア ッ プをま とめて、 複合セ ッ ト を作成し ます。 た と え

ば、 日曜日にフル ・ バッ クア ッ プを実行し、 月曜日から土曜日までは増分バッ クア ッ プを実行する場合
に、 適切なバッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を選択し て、 そのセ ッ ト を使って作成された 新の増
分バッ クア ッ プまで、 すべてのセーブセ ッ ト を コ ン ソ リデー ト する こ とができます。

バッ クア ッ プ ・ セ ッ ト 方式が推奨されるのは、 バッ クア ッ プ ・ コ ン ソ リデーシ ョ ン ・ ジ ョ ブを定期実行
する場合です。 コ ン ソ リデー ト ・ バッ クア ッ プの作成ポリ シーは、 バッ クア ッ プ ・ セ ッ ト 方式でのみ定義

できます。

メ モ ： Plug-in for Consolidation は、 Plug-in for FileSystem を使って作成されたフル ・ バッ クア ッ プ と増分

バッ クア ッ プを統合 （コ ン ソ リデー ト ） する場合にのみ使用し ます。 
 
Plug-in for Consolidation は、 スナ ッ プシ ョ ッ ト のみの FileSystem バッ クア ッ プはサポー ト し ていません。

重要： 

• バックアップ・コンソリデート・ジョブの定義および実行が行えるのは、NetVault Backupサーバー

からのみです。

• Quest NetVault SmartDisk（NetVault SmartDisk）にコンソリデートおよび保存される増分バックアッ

プに対しては、高度な［重複排除機能を有効にする］バックアップ・オプションを無効にすること
をお勧めします。 このオプションを選択しないことで、統合プロセス時に重複排除された増分バッ

クアップを元に戻すという不要なオーバーヘッドが発生するのを防ぐことができます。 コンソリ

デート・フル・バックアップ時に重複排除処理を有効にすることができます。

• Quest DR Seriesシステムに保管されているバックアップがバックアップ・コンソリデート・ジョブ

の対象として選択された場合、重複排除データのオーバーヘッドがパフォーマンスに影響を与える
可能性があります。
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デフ ォル ト 設定の構成
Plug-in for Consolidation のデフ ォル ト 設定を構成するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。 ［設定］ ページで、 適切なアイ コ ンを ク

リ ッ ク し て、 ［設定］ ページで ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［コ ン ソ リデー ト ］ で、 以下の設定を行います。

▪ 新バッ クア ッ プから先にソー ト ： ［NetVault Backup セレ クシ ョ ン］ ページのセーブセ ッ ト ・

リ ス ト は、 デフ ォル ト では、 日付と時刻の降順 （ 新の日付から も古い日付） にソー ト されて
います。 リ ス ト を昇順にソー ト するには （ も前の日付から 新の日付）、 このチ ェ ッ ク ・ ボ ッ ク

スの選択を解除し ます。

設定は［バックアップ・ジョブ］方式にのみ適用されます。 

3 ［OK］ または ［実行］ を ク リ ッ ク し て設定を保存し ます。

コ ン ソ リデー ト 実行後のセーブセ ッ ト の
作成
バッ ク ア ッ プ ・ コ ン ソ リデー ト ・ ジ ョ ブを実行するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

［ガイ ド付き設定］ リ ン クからウ ィ ザー ド を開始する こ と もできます。 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガ

イ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ ページで ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作

成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。 ジ ョ ブの進行やデータのリ ス ト ア状態を監視する際に識別

しやすい、 分かりやすい名前を割り当てます。 

ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできま
せん。 また、 長さ制限はあ り ません。 ただし、 すべてのプラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお

勧めし ます。

3 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト で既存のバッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を選択するか、 以下の手順に従っ
てセ ッ ト を作成し ます。 

a ［新規作成］ を ク リ ッ ク し て、 ［NetVault Backup セレ クシ ョ ン］ ページを表示し ます。

b NetVault Backup サーバー ・ ノ ー ド を開いて、 プ ラグイ ンのリ ス ト から ［コ ン ソ リデー ト 増分バッ

クア ッ プ］ を開きます。

c 選択し たバッ クア ッ プまですべてのバッ クア ッ プを コ ン ソ リデー ト するには ：

▫ ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ］ ノ ー ド を開いて、 NetVault Backup マシンのリ ス ト から、 データ

をバッ クア ッ プ し たク ラ イアン ト を開きます。 

▫ コ ン ソ リデー ト されたセーブセ ッ ト を作成する、 後のバッ クア ッ プを選択し ます。

d バッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を使って作成された 新のバッ クア ッ プまですべてのバッ
クア ッ プを コ ン ソ リデー ト するには ：

▫ ［バッ クア ッ プ ・ セ ッ ト ］ ノ ー ド を開いて、 NetVault Backup マシンのリ ス ト から、 セ ッ ト

が作成されたク ラ イアン ト を開きます。 

▫ フルおよび増分バッ クア ッ プの作成に使用されたバッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を
選択し ます。
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e ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスにセ ッ ト の名前を入力し ま
す。 ［保存］ を ク リ ッ ク し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

4 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ リ ス ト で既存のバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト を選択するか、 以下の手
順に従ってセ ッ ト を作成し ます。 

a ［新規作成］ を ク リ ッ ク し て、 ［コ ン ソ リデー ト ・ オプシ ョ ン］ ページを表示し ます。

b 以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

▫ ［ク ラ イアン ト で Consolidate を実行］ ： デフ ォル ト の設定では、 コ ン ソ リデー ト ・ ジ ョ ブ

は NetVault Backup サーバーで実行されます。 他の NetVault Backup マシン上でジ ョ ブを実

行するには、 リ ス ト でク ラ イアン ト を選択し ます。

c ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスにセ ッ ト の名前を入力し ま
す。 ［保存］ を ク リ ッ ク し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

5 スケジュール ・ セ ッ ト 、 ソース ・ セ ッ ト 、 ターゲッ ト ・ セ ッ ト 、 および詳細設定セ ッ ト を選択または作
成し ます。 これらの設定についての詳細は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』

を参照し て く だ さい。 

6 ジ ョ ブ実行をスケジュールするには、 ［保存 ＆ 実行］ を ク リ ッ ク し ます。 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページ

ではジ ョ ブの進捗をモニ タ し た り、 ［ログ］ ページではログを参照表示する こ とができます。

スケジュールし ないでジ ョ ブ定義を保存するには、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。 このジ ョ ブは、 ［ジ ョ ブ定

義管理］ ページから、 表示、 編集、 または実行する こ とができます。 実行し ない限り、 ［ジ ョ ブ ・ ステー

タ ス］ ページにこのジ ョ ブは表示されません。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］、 ［ログ参照］、 ［ジ ョ ブ定義管理］ についての詳細は、 『Quest NetVault Backup ア

ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

コ ン ソ リデー ト 実行後のセーブセ ッ ト の
リ ス ト ア
リ ス ト ア ・ ジ ョ ブには、 オ リ ジナルのセーブセ ッ ト （フル、 増分、 差分セーブセ ッ ト ） を使用する こ と も、 これ
らのバッ クア ッ プを使って作成された、 コ ン ソ リデー ト 実行後のセーブセ ッ ト を使用する こ と も可能です。 デー

タ を リ ス ト アする手順は、 オ リ ジナルのセーブセ ッ ト およびコ ン ソ リデー ト されたセーブセ ッ ト の場合と同じ で
す。 データのリ ス ト アについての詳細は、 『Quest NetVault Backup Plug-in for FileSystem ユーザーズ ・ ガイ ド』

の関連するセクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

メ モ ： セ ッ ト 名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含
める こ とはできません。 Linux OS の場合、 名前は 大で 200 文字です。 Windows OS の場

合、 長さ制限はあり ません。 ただ し、 すべてのプラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ

と をお勧めし ます。
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3

Plug-in for Data Copy の使用   

• データのコ ピー方式について

• デフ ォル ト 設定の構成

• データ ・ コ ピー ・ ジ ョ ブの実行

• コ ピーし たデータのリ ス ト ア

データのコ ピー方式について
Plug-in for Data Copy は、 以下の方式を提供し ています。

• バッ クア ッ プ ： この方式は、 選択し たバッ クア ッ プのコ ピーの作成に利用できます。 この方式は、 繰り返

さ ないデータ ・ コ ピー ・ ジ ョ ブの実行に利用できます。

• バッ クア ッ プ ・ セ ッ ト ： この方式は、 選択し たバッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を使って作成され

た、 新のバッ クア ッ プのコ ピーを作成するために利用できます。 バッ クア ッ プ ・ セ ッ ト の方式が推奨さ

れるのは、 データ ・ コ ピー ・ ジ ョ ブを定期実行する場合です。

デフ ォル ト 設定の構成
Plug-in for Data Copy のデフ ォル ト 設定を構成するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］ を ク リ ッ ク し ます。 ［設定］ ページで、 適切なアイ コ ンを ク

リ ッ ク し て、 ［設定］ ページで ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［Datacopy］ で、 以下の設定を行います。

▪ ［ 新バッ クア ッ プから先にソー ト ］ ： ［NetVault Backup セレ クシ ョ ン］ ページのセーブセ ッ

ト ・ リ ス ト は、 デフ ォル ト では、 日付と時刻の降順 （ 新の日付から も古い日付） にソー ト さ
れています。 リ ス ト を昇順にソー ト するには （ も前の日付から 新の日付）、 このチ ェ ッ ク ・

ボ ッ クスの選択を解除し ます。

設定は［バックアップ］方式にのみ適用されます。 

3 ［OK］ または ［実行］ を ク リ ッ ク し て設定を保存し ます。

重要： 

• データ・コピー・ジョブの定義および実行が行えるのは、NetVault Backupサーバーからのみです。

• Plug-in for Data Copyを、［アーカイブ］オプションを使って作成されたバックアップのコピー作成

に使用することはできません。

• Plug-in for Data Copyを、セカンダリ・コピー方式またはPlug-in for Data Copyを使って作成された

データ・コピー・バックアップのコピー作成に使用することはできません。 つまり、データ・コ

ピー・バックアップを使って他のデータ・コピーを作成することはできません。 
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データ ・ コ ピー ・ ジ ョ ブの実行
データ ・ コ ピー ・ ジ ョ ブを実行するには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

［ガイ ド付き設定］ リ ン クからウ ィ ザー ド を開始する こ と もできます。 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガ

イ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ ページで ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作

成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。 ジ ョ ブの進行やデータのリ ス ト ア状態を監視する際に識別

しやすい、 分かりやすい名前を割り当てます。

ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできま
せん。 また、 長さ制限はあ り ません。 ただし、 すべてのプラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお

勧めし ます。

3 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト で既存のバッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を選択するか、 以下の手順に従っ
てセ ッ ト を作成し ます。 

a ［新規作成］ を ク リ ッ ク し て、 ［NetVault Backup セレ クシ ョ ン］ ページを表示し ます。 

b NetVault Backup サーバー ・ ノ ー ド を開いて、 プ ラグイ ンのリ ス ト から ［データ ・ コ ピー］ を開き

ます。

c 選択し たバッ クア ッ プを コ ピーするには ：

▫ ［バッ クア ッ プ］ ノ ー ド を開いて、 NetVault Backup マシンのリ ス ト から、 データ をバッ ク

ア ッ プ し たク ラ イアン ト を開きます。

▫ セーブセ ッ ト の作成に使用されたプ ラグイ ンを開き、 コ ピーするセーブセ ッ ト を選択し ま
す。

d バッ クア ッ プ ・ セレクシ ョ ン ・ セ ッ ト を使って作成された 新のバッ クア ッ プを コピーするには ：

▫ ［バッ クア ッ プ ・ セ ッ ト ］ ノ ー ド を開いて、 NetVault Backup マシンのリ ス ト から、 セ ッ ト

が作成されたク ラ イアン ト を開きます。

▫ セ ッ ト の作成に使われたプ ラグイ ンを開き、 次にフルおよび増分バッ クア ッ プの作成に使
用されたバッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を選択し ます。

e ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスにセ ッ ト の名前を入力し ま
す。 ［保存］ を ク リ ッ ク し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

4 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ リ ス ト で既存のバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト を選択するか、 以下の手
順に従ってセ ッ ト を作成し ます。 

a ［新規作成］ を ク リ ッ ク し て、 ［データ ・ コ ピー ・ オプシ ョ ン］ ページを表示し ます。

b ［コ ピーの種類］ で、 以下のオプシ ョ ンを設定し ます。 

メ モ ： セ ッ ト 名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含
める こ とはできません。 Linux OS の場合、 名前は 大で 200 文字です。 Windows OS の場

合、 長さ制限はあり ません。 ただ し、 すべてのプラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と

をお勧めし ます。
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オプション 説明

フル・バックアップをコ
ピーして、独立したイン
デックス情報を持つコピー
を作成 

サイト外での保管用にコピーを作成する場合は、このオプションを推奨し
ます。

データ・コピー方式では、バックアップがセグメントに分割されて、それ
らのセグメントがバックアップ・デバイスにコピーされます。 リストア時

には、データを復元するためにプライマリ・バックアップまたはセカンダ
リ・コピーが使用されます。 プライマリ・バックアップおよびセカンダリ・

コピーのセグメントは交換できません。 そのため、プライマリ・コピーが

暗号化されていなくてもデータ・コピーで暗号化を使用できます。 このオ

プションは、プライマリ・バックアップで重複排除オプションを使用する
場合に役立ちます。

［データ・コピー］オプションを使って、フル・バックアップや増分バック
アップのコピーを作成することができます。 この方式を用いると、フル・

バックアップと増分バックアップとの間のすべてのリンクが削除され、コ
ピーの保存期間を新規に設定できます。

メモ： 通常の増分バックアップのデータ・コピーを作成する前に、 初の
フル・バックアップおよびバックアップ・シーケンス内の以前の増分バッ
クアップのコピーを作成する必要があります。 そうしないと、プラグイン

がエラーを報告します。 詳細は、「重要な注意事項」を参照してください。

バックアップの複製 このオプションが推奨されるのは、セーブセットを他のメディアに移動す
る場合です。 

複製方式では、元のバックアップにリンクしている正確なコピーを作成し
ます。 この方式では、バックアップがセグメントに分割されて、それらの

セグメントがストレージ・デバイスにコピーされます。 リストア時に、プ

ライマリ・バックアップおよびセカンダリ・コピーのセグメントは交換で
きます。 リストア時に暗号化されていないセグメントと暗号化されたセグ

メントを混在させることはできないため、複製時に暗号化の有効または無
効を指定することはできません。 複製方式では、元のセーブセットが暗号

化されている場合、暗号化されたコピーが作成されます。 元のセーブセッ

トが暗号化されていない場合、暗号化されていないコピーが作成されます。

このオプションを使って、フル・バックアップや増分バックアップのコ
ピーを作成することができます。 複製方式で作成されたセーブセットは、

オリジナルのセーブセット情報を自動的に共有します。 

メモ： 増分バックアップのコピーのリストア時、NetVault Backupはオリジ

ナルのフル・バックアップを必要とします。 ［リストア・ジョブ作成］

ページでは、オリジナルと複製のバックアップに対して1つのセーブセッ

トのみが表示されます。

オリジナルのバックアッ
プ・セーブセットの名前を
使用 

デフォルトで、［フル・バックアップをコピーして、独立したインデックス
情報を持つコピーを作成］オプションを使って作成されたコピーには新し
いセーブセット名が割り当てられます。 この名前はジョブ名を基に作成さ

れます。 

そのようなコピーに対してオリジナルのセーブセット名を使用したい場合
は、このチェック・ボックスを選択します。
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ストリームにメディア共有
を許可 

このチェック・ボックスはデフォルトで選択されていません。 このオプ

ションは、［バックアップの複製］と併用できます。

マルチストリーム・バックアップの複製を作製するときは、このオプショ
ンを使用して、複数のデータ・ストリームを順次データ・ストリームに変
換できます。 このチェック・ボックスを選択しない場合は、各ストリーム

が別々に書き込まれます。

ディスクベースのデバイスを使用して複製バックアップをリストアする場
合は、マルチストリームが適しています。 その場合、このチェック・ボッ

クスを選択する必要はありません。

テープ・デバイスの場合に［ストリームにメディア共有を許可］チェッ
ク・ボックスを選択しないと、各データ・ストリームは、別々のメディア
をターゲットにします。 ストリームの書き込みに使用されたテープは、利

用可能なメディアから除外されます。 テープに十分な容量が残っていない

と、ジョブが失敗します。 複製バックアップのリストアにテープ・デバイ

スを使用する場合に、このチェック・ボックスを選択すると、使用するメ
ディアを 小限にすることができます。

常にセットの 後のフル・
バックアップを取得 

このオプションと［バックアップ・セット］方式を使用して、特定のバッ
クアップ・セレクション・セットを使って実行された 後のフル・バック
アップのコピーを作成することができます。 

このオプションを選択した場合、増分バックアップはコピーされません。

タイプに関係なくセットの
新のバックアップを取得 

このオプションと［バックアップ・セット］方式を使用して、前回のバッ
クアップのコピーを、そのタイプ（フル・バックアップまたは増分バック
アップ）に関係なく作成することができます。 

このオプションにより、増分バックアップのコピーを作成することができ
ます。

メモ： このオプションを使用する場合、そのバックアップ・シーケンスの
次回のプライマリ・バックアップ（フルまたは増分）の前に、データ・コ
ピー・ジョブを実行する必要があります。そうしないと、そのプライマ
リ・バックアップのコピーが作成されます。

オプション 説明
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c 必須のその他のオプシ ョ ンを設定し ます。

タグ名 増分バックアップ・シーケンスの複数コピーを作成する場合、各コピーを
識別するためのタグを提供する必要があります。 タグには任意の文字列値

を指定できます。 タグがないと、プラグインはバックアップ・シーケンス

の複数のコピーを区別することができません。

リストアのデータ選択ページで、Plug-in for Data Copyで作成されたセーブ

セットには、以下のようにラベルが付けられます。

• タグなしで作成されたデータ・コピー：

<Saveset Name> — DataCopy of <Selection Set Name> 
(Saveset <#>) <Timestamp>

• タグ付きで作成されたデータ・コピー：

<Saveset Name> — DataCopy of <Saveset #>, Tag 
'<User Tag>' (Saveset <#>) <Timestamp>

例： 

このオプションの使用例を以下に示します。

1 バックアップ・セレクション・セットを作成し、セットを使ってフ
ル・バックアップを実行します。

2 デバイス1を使って、セットのコピーを作成します。 コピーの作成

時に、［データ・コピー・オプション］ページで一意のタグ名を指
定します。

3 デバイス2を使って、セットのセカンダリ・コピーを作成します。 
コピーの作成時に、［データ・コピー・オプション］ページで一意
のタグ名を指定します。

4 セットの増分バックアップを実行します。

5 増分バックアップに対して、ステップ2と3を繰り返します。

6 リストア・ジョブのデータ選択ページに、オリジナルのバックアップ
とバックアップ・シーケンスの2つのコピーの両方が表示されます。

7 特定のコピーからデータをリストアするには、目的のセーブセット
を選択します。 各コピーはタグ名を使って識別できます。

オプション 説明

移動（オリジナル・バック
アップの破棄） 

コピーを作成する代わりにバックアップを移動するには、このチェック・
ボックスを選択します。 データをコピーした後で、NetVault Backupがオリ

ジナルのバックアップのインデックスを削除します。

メモ： Plug-in for FileSystemバックアップのコピーを作成する際には、関連

付けられた増分または差分バックアップのないフル・バックアップについ
てのみ［移動］オプションを選択できます。 増分または差分バックアップ

に関係があるフル・バックアップに対してこのオプションを選択すると、
NetVault Backupがセカンダリ・コピーを正常に作成しますが、プライマリ

またはオリジナル・バックアップのインデックスは削除されません。 その

ようなバックアップについては、コピーの作成後に、手動でプライマリま
たはオリジナルのバックアップをリタイアする必要があります。

オプション 説明
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この機能をサポートするデ
バイス間で 適レプリケー
ションを使用

適レプリケーション機能により、データ・コピーまたは複製操作時に、
同じタイプのあるデバイスから別のデバイスに、重複排除されたデータを
直接転送することができます。 これによりセカンダリ・コピーを効率的に

作成することができます。また、以下の利点があります。

• 重複排除形式でデータをコピーします。これにより、ネットワーク
経由で転送されるデータ量が大幅に軽減されます。

• NetVault Backupサーバーのリソースを使用せずに、レプリケーショ

ン元からレプリケーション先に直接データをコピー可能です。

以下のストレージ・デバイスが、 適レプリケーションをサポートしてい
ます。

• Quest DR Seriesシステム： 適化したレプリケーションを実施する

には、ソースおよびターゲットのQuest DR Seriesシステムの両方

で、同じリリース・バージョンのDR OSが稼働している必要があり

ます。 異なるリリースのOSが稼働しているシステム間でのレプリ

ケーションはサポートされていません。 

たとえば、DR OS 3.xが稼働しているソース・システムからデータ

をレプリケートするには、ターゲット・システムでも同じリリース
のOSが稼働している必要があります。 ターゲット・システムでDR 
OSリリース2.0.xまたは3.0.xが稼働している場合、レプリケーショ

ンは失敗します。

メモ： Quest DR Seriesシステム上で 適化されたレプリケーションとバッ

クアップを同時に実行すると、バックアップのスループットが低下します。

• Quest QoreStor： Linuxでのみサポートされています。

• NetVault SmartDiskデバイス： レプリケーションの 適化を実行す

るには、NetVault SmartDisk 2.0以降が必要です。 

レプリケーション元およびレプリケーション先のNetVault 
SmartDiskサーバーに設定されているログイン認証情報が一致しな

いと、レプリケーションに失敗します。 レプリケーションを成功さ

せるには、次のいずれかを実行します。

- 両方のNetVault SmartDiskサーバーでWebDAV認証を無効にします。

- ソース・サーバーのみWebDAV認証を有効にします。

- 両方のサーバー上で同じログイン認証情報を設定します。

メモ： NetVault SmartDiskから他のデバイス・タイプ（例：VTL、Quest DR 
Seriesシステム、またはData Domainシステム）にバックアップをコピー

する際には、このチェック・ボックスの選択を解除する必要があります。 
このチェック・ボックスを選択解除しないと、データ・コピーまたは複製
ジョブは、失敗するか応答しなくなります。

• DD Boost 対応 Data Domain システム： 2 つの DD Boost 対応 Data 
Domain システム間でのセカ ンダ リ ・ コ ピー ・ バッ クア ッ プで、 DD 
Boost が提供する管理フ ァ イル ・ レベルの複製機能を使用し ます。

ファイル・レベルのレプリケーションには、DD Boost Replicatorラ
イセンスが必要です。このライセンスは、レプリケーション元およ
びレプリケーション先の両方のData Domainシステムにインストー

ルする必要があります。 

メモ： ソースとターゲットのData Domainシステムで稼働しているData 
Domain OSのバージョンが異なる場合にレプリケーションを成功させるに

は、ターゲット・システム側で上位バージョンのOSを稼働する必要があ

ります。

オプション 説明
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d ［バッ クア ッ プ寿命］ で、 以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

e ［スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ オプシ ョ ン］ は、 データ ・ コ ピー方法 （［フル ・ バッ クア ッ プを コ ピーし て、
独立し たイ ンデッ クス情報を持つコ ピーを作成］ オプシ ョ ン） と一緒に使用できます。

永続的スナップショットを使用するバックアップのコピーを作成する場合は、Plug-in for Data 
Copyを設定して、ディスクまたはテープベースのストレージ・デバイスにセーブセットのコピー

を作成し、オプションで元のスナップショットへの参照を保持するか、参照を削除することがで
きます。

ターゲット・メディア取得
前のソース・メディアの取
得 

このチェック・ボックスを選択すると、Plug-in for Data Copyは、データ・

コピーおよび複製バックアップ用にターゲット・メディアの取得を試行す
る前にソース・メディアを取得しようとします。

データ・コピーの 大スト
リーム数

データ・コピー・ジョブで生成できる 大同時ストリーム数を入力または
選択します。 デフォルトでは、単一のデータ・ストリームが生成されて、

データ・アイテムが順番にコピーされます。

メディア要求タイムアウト NetVault Backupがバックアップ・メディアを待機する時間を入力または選

択します。 このタイムアウト値は、分単位で指定します。 指定した間隔内に

必要なメディアを使用できないと、そのジョブは中止されます。

デフォルト値は、10分間です。 この値に「0」を設定すると、メディアが提

供されるか、ジョブが手動で中止されるまで、データ・コピー・ジョブは
無期限で待機します。

設定可能な 大のタイムアウト期間は1440分（24時間）です。この設定

により、NetVault Backupで日次ジョブの次のインスタンスが実行される前

に、現在のインスタンスが中止されます。

メモ： （Plug-in for Data Copyを使用して作成した）フェーズ1のデータ・

コピー・ジョブのメディア要求タイムアウトは、ターゲット・セットの
［メディア要求タイムアウト］設定ではなく、バックアップ・オプション・
セットの［メディア要求タイムアウト］設定で制御されます。 フェーズ2
（セカンダリ・コピー）データ・コピーおよび複製ジョブのメディア要求タ
イムアウトは、バックアップ詳細設定セットで指定された［メディア要求
タイムアウト］によって管理されます。

クライアントでデータ・コ
ピーを実行

デフォルトで、データ・コピー・ジョブはNetVault Backupサーバーで実行

されます。 他のNetVault Backupマシン上でジョブを実行するには、リスト

でクライアントを選択します。

オプション 説明

オリジナルの寿命を使用 オリジナルのセーブセットの保持期間を使用する場合は、このオプション
を選択します。

［詳細設定］タブの［バッ
クアップ寿命］を使用 

データ・コピーの保存期間をユーザー指定する場合は、このオプションを
選択して、次に［バックアップ詳細設定］セットで保持期間を選択します。 
これらのオプションについての詳細は、『Quest NetVault Backupアドミニス

トレーターズ・ガイド』を参照してください。

オプション 説明
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f マルチ ・ ス ト リーム ・ ジ ョ ブを実行するには、 以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

g ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスにセ ッ ト の名前を入力し ま
す。 ［保存］ を ク リ ッ ク し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

5 スケジュール ・ セ ッ ト 、 ソース ・ セ ッ ト 、 ターゲッ ト ・ セ ッ ト 、 および詳細設定セ ッ ト を選択または作
成し ます。 これらの設定についての詳細は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』

を参照し て く だ さい。 

オプション 説明

スナップショットの参照を
削除する

元のスナップショットへの参照を含めずにセーブセットのコピーを作成す
るには、このオプションを使用します。

スナップショットの参照を
保持する

セーブセットのコピーを作成し、元のスナップショットへの参照をバック
アップ・インデックスに含めるには、このオプションを使用します。

コピーからデータをリストアする場合、プラグインは、スナップショット
をマウントして、スナップショットからデータをリストアしようとします。

このようなコピーを使用してデータをリストアするとき、プラグインは、
元のスナップショットからデータのリストアを試みます。ストレージ・メ
ディア上に保存されているコピーは、スナップショットが使用できない場
合にのみ使用されます。

メ モ ： データ ・ コ ピーに選択されたセーブセ ッ ト に関連付けられているスナ ッ プシ ョ ッ ト がない場合は、
スナ ッ プシ ョ ッ ト ・ オプシ ョ ンは無視されます。 これらのオプシ ョ ンは、 フ ェーズ 2 データ ・ コ ピーの

バッ クア ッ プでは使用できません。

オプション 説明

データ・コピーの 大スト
リーム数

データ・コピー・ジョブで生成できる 大同時ストリーム数を入力します。

メディア要求タイムアウト NetVault Backupがバックアップ・メディアを待機する時間を入力または選

択します。 このタイムアウト値は、秒単位で指定します。 指定した間隔内に

必要なメディアを使用できないと、そのジョブは中止されます。

デフォルト値は、10分間です。 この値に「0」を設定すると、メディアが提

供されるか、ジョブが手動で中止されるまで、データ・コピー・ジョブは
無期限で待機します。

設定可能な 大のタイムアウト期間は1440分（24時間）です。この設定

により、日次ジョブの次のインスタンスが実行される前に、現在のインス
タンスが中止されます。

メ モ ： （Plug-in for Data Copy を使用し て作成し た） フ ェーズ 1 のデータ ・

コ ピー ・ ジ ョ ブのメ デ ィ ア要求タ イムアウ ト は、 ターゲッ ト ・ セ ッ ト の
［メ デ ィ ア要求タ イムアウ ト ］ 設定ではな く 、 バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・
セ ッ ト の ［メ デ ィ ア要求タ イムアウ ト ］ 設定で制御されます。 フ ェーズ 2
（セカ ンダ リ ・ コ ピー） データ ・ コ ピーおよび複製ジ ョ ブのメ デ ィ ア要求タ
イムアウ ト は、 バッ クア ッ プ詳細設定セ ッ ト で指定された ［メ デ ィ ア要求
タ イムアウ ト ］ によ って管理されます。

メ モ ： 複製バッ クア ッ プ とデータ ・ コ ピー ・ バッ クア ッ プを実行する と きは、 元のセーブセ ッ ト ま
たは同じバッ クア ッ プのコ ピーを含む メ デ ィ ア ・ アイテムを使用できません。 NetVault Backup では

これらのメ デ ィ ア ・ アイテムが除外されるため、 コ ピーと元のバッ クア ッ プが同じ メ デ ィ ア ・ アイ
テムに存在する こ とはあり ません。 

メディアのコンセプトは、ディスク・ベース・デバイスには適用されません。 元のセーブセットを

ディスクベース・デバイスに保存する場合、複製ジョブまたはデータ・コピー・ジョブをそのバッ
クアップに実行するとき、NetVault Backupではそのデバイスが除外されません。 
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6 ジ ョ ブ実行をスケジュールするには、 ［保存 ＆ 実行］ を ク リ ッ ク し ます。 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページ

ではジ ョ ブの進捗をモニ タ し た り、 ［ログ］ ページではログを参照表示する こ とができます。

スケジュールし ないでジ ョ ブ定義を保存するには、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。 このジ ョ ブは、 ［ジ ョ ブ定

義管理］ ページから、 表示、 編集、 または実行する こ とができます。 実行し ない限り、 ［ジ ョ ブ ・ ステー

タ ス］ ページにこのジ ョ ブは表示されません。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］、 ［ログ参照］、 ［ジ ョ ブ定義管理］ についての詳細は、 『Quest NetVault Backup ア

ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

重要な注意事項
• 永続的なスナ ッ プシ ョ ッ ト のみのバッ クア ッ プのデータ ・ コ ピーまたは複製では、 イ ンデッ クスのみが

コ ピーされ、 データの冗長コ ピーは作成されません。

• 任意のバッ クア ッ プ ・ シーケンスのデータ ・ コ ピーを作成する場合、 コ ピーのデータ整合性を維持する
ために、 シーケンス内の各バッ クア ッ プのコ ピーを作成する必要があ り ます。 オ リ ジナルのフル ・ バッ ク

ア ッ プまたは以前の増分バッ クア ッ プのコ ピーを作成せずに、 増分バッ クア ッ プのコ ピーを作成し よ う
とする と、 以下のエラーが報告されジ ョ ブが失敗し ます。

「この増分バッ クア ッ プのデータ ・ コ ピーを作成できません。 この増分バッ クア ッ プが利用する、 以前
データ ・ コ ピーが作成されたバッ クア ッ プが存在し ません。 一連のデータ ・ コ ピーが作成されたこ と を確

認し て く だ さい。」

• Plug-in for FileSystem は、 2 種類の増分バッ クア ッ プをサポー ト し ています。 通常の増分バッ クア ッ プ と

ダンプ ・ タ イプ増分バッ クア ッ プです。 

▪ 通常の増分バッ クア ッ プは、 初のフル ・ バッ クア ッ プおよび以前の増分バッ クア ッ プに リ ン ク
されます。 通常の増分バッ クア ッ プのデータ ・ コ ピーを作成する前に、 初のフル ・ バッ クア ッ

プおよびバッ クア ッ プ ・ シーケンス内の以前の増分バッ クア ッ プのコ ピーを作成する必要があ り
ます。 そ う し ないと、 プラグイ ンがエラーを報告し ます。 

▪ ダンプ ・ タ イプ増分バッ クア ッ プは、 ス タ ン ド アロンの増分バッ クア ッ プです。 これらのバッ ク

ア ッ プは、 バッ クア ッ プ ・ シーケンス内の他のバッ クア ッ プのコ ピーを作成せずに、 コ ピーする
こ とができます。

• バッ クア ッ プ詳細設定の ［暗号化を有効にする］ は、 ［フル ・ バッ クア ッ プを コ ピーし て、 独立し たイ ン
デッ クス情報を持つコ ピーを作成］ オプシ ョ ン と一緒にしか使用できません。 

プ ラ イマ リ ・ コ ピーが暗号化されている場合、 ［暗号化を有効にする］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスの指定にかか
わらず、 データ ・ コ ピー方式によ り暗号化されたセーブセ ッ ト が自動的に作成されます。 し たがって、 こ

のオプシ ョ ンが役立つのは、 暗号化されていないプ ラ イマ リ ・ コ ピーを暗号化し てセカ ンダ リ ・ コ ピー
を作成する と きだけです。

［暗号化を有効にする］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ても、 暗号化されたプ ラ イマ リ ・ バッ クア ッ プは再
暗号化されません。 

暗号化されたデータ ・ コ ピーからデータ を リ ス ト アする場合は、 プ ラ イマ リ ・ コ ピーの暗号化キーを使
用する必要があり ます。

• ［常にセ ッ ト の 後のフル ・ バッ クア ッ プを取得］ オプシ ョ ンは、 NetVault Backup Plug-in for NetWare
を使って実行されたバッ クア ッ プ と互換性があり ません。 Plug-in for Data Copy は、 フル ・ バッ クア ッ プ

または増分バッ クア ッ プにかかわらず、 前回のバッ クア ッ プのコ ピーを作成し ます。

メ モ ： マルチ ・ ス ト リーム ・ バッ クア ッ プを実行する と きは、 ［バッ クア ッ プを必ずターゲッ ト ・
メ デ ィ アの先頭に書き込み］ チ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスを選択し ないで く だ さい。 マルチ ・ ス ト リーム ・

バッ クア ッ プでこのチ ェ ッ ク ・ ボ ッ クスをオンにする と、 各データ ・ ス ト リームでは別々のメ デ ィ
アがターゲッ ト と な り、 そのメ デ ィ ア ・ アイテムで 初のバッ クア ッ プ と し て存在する こ とにな り
ます。 バッ クア ッ プで 5 つのス ト リームが生成される場合は、 5 つのブ ラ ン ク ・ メ デ ィ ア ・ アイテ

ムまたは新しい メ デ ィ ア ・ アイテムの取得がジ ョ ブによ って試されます。

このオプションはディスク・ベース・ストレージ・デバイスには適用されません。
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• Plug-in for Data Copy は、 NDMP レベル 0 のフル ・ バッ クア ッ プ と レベル 1-9 の増分バッ クア ッ プを識別

する こ とはできません。 Plug-in for Data Copy では、 どのレベルの NDMP バッ クア ッ プ も フル ・ バッ ク

ア ッ プ と し て表示されます。 そのため、 新のセーブセ ッ ト のコ ピーを作成し よ う とする と、 ［フル ・

バッ クア ッ プを コ ピーし て、 独立し たイ ンデッ クス情報を持つコ ピーを作成］ オプシ ョ ン と ［常にセ ッ
ト の 後のフル ・ バッ クア ッ プを取得］ オプシ ョ ンが選択されている場合には、 Plug-in for Data Copy に

よ り （すべてのレベルの） 後のバッ クア ッ プのコ ピーが作成されます。 そのバッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ

ン ・ セ ッ ト に対し て、 Level 0 のバッ ク ア ッ プのコ ピーは作成されません。

• NetVault Backup Server 10.0.5 以降では、 Plug-in for Data Copy でイ ンデッ クス ・ バージ ョ ン 4 を作成し

ます。 これは、 以前の NetVault Backup と互換性があ り ません。 NetVault Backup 10.0.1 またはそれ以前

のバージ ョ ンを実行する ク ラ イアン ト は、 このイ ンデッ クス ・ フ ァ イルを読み込めません。 NetVault 
Backup Server 10.0.5 以降で生成されたデータ ・ コ ピー ・ セーブセ ッ ト を リ ス ト アするには、 ク ラ イアン

ト で NetVault Backup 10.0.5 以降の実行が必要です。

コ ピーし たデータのリ ス ト ア
リ ス ト アの場合、 オ リ ジナルのセーブセ ッ ト またはデータ ・ コ ピーを使用できます。 データのリ ス ト アは、 オ リ

ジナルのセーブセ ッ ト とデータ ・ コ ピーと同様の手順で実行する こ とができますが、 オ リ ジナルのセーブセ ッ ト
の作成に使用し たプ ラグイ ンによ って手順は異な り ます。 データのリ ス ト アについての詳細は、 関連するプ ラグ

イ ンのユーザーズ ・ ガイ ド を参照し て く だ さい。
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4

Plug-in for Databases の使用  

• デフ ォル ト 設定の構成

• NetVault データベースのバッ クア ッ プ

• NetVault データベースのリ ス ト ア

デフ ォル ト 設定の構成
Plug-in for Databases のデフ ォル ト 設定を構成するには ：

1 バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ ・ ウ ィ ザー ド を開始し て、 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト の隣り にある ［新規作成］ を ク
リ ッ ク し ます。 NetVault Backup サーバーまたはク ラ イアン ト ・ ノ ー ド を開きます。 ［NetVault データ

ベース］ を選択し て、 ［設定］ を ク リ ッ ク し ます。

デフ ォル ト 設定は、 ［設定変更］ ページから も設定できます。 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［設定変更］

を ク リ ッ ク し ます。 ［設定］ ページで ［サーバー設定］ を ク リ ッ ク し、 ［NetVault サーバー設定］ ページ

で ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［NetVault データベース ・ バッ クア ッ プ］ で、 以下の設定を行います。

オプション 説明

警告が出る前のデータベー
ス・デバイスの 小空きス
ペース

この設定は、dbディレクトリが存在しているドライブまたはパーティショ

ンに必要な 小空きディスク容量を示しています。 デフォルト値は、

NetVaultデータベースの合計サイズの20パーセントです。 

この制限値を変更するには、新たな値を入力または選択します。 

利用可能な空きスペースが指定レベルを下回ると、警告メッセージがログ
に記録されます。 

警告が出る前のログ・デバ
イスの 小空きスペース

この設定は、logsディレクトリが存在しているドライブまたはパーティ

ションに必要な 小空きディスク容量を示しています。 デフォルト値は、

ログ・ファイルの合計サイズの10パーセントです。 

この設定を変更するには、新たな値を入力または選択します。 

利用可能な空きスペースが指定レベルを下回ると、警告メッセージがログ
に記録されます。
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3 ［OK］ または ［実行］ を ク リ ッ ク し て設定を保存し ます。

NetVault データベースのバッ クア ッ プ
NetVault Backup サーバーを保護するには、 NetVault データベースの定期的なバッ クア ッ プが必要です。 NetVault
データベースのバッ クア ッ プが存在すれば、 何らかの災害が発生し た際に NetVault Backup サーバーのリ カバリ

が可能と な り ます。 他のすべてのジ ョ ブの完了後に、 NetVault データベースのバッ クア ッ プを毎日実行するよ う

にスケジュールできます。 このよ う なバッ クア ッ プ専用のメ デ ィ アまたはメ デ ィ ア ・ グループを使用し て く だ さ

い。

NetVault データベースをバッ ク ア ッ プするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

［ガイ ド付き設定］ リ ン クからウ ィ ザー ド を開始する こ と もできます。 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガ

イ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ ページで ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作

成］ を ク リ ッ ク し ます。

2 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。 ジ ョ ブの進行やデータのリ ス ト ア状態を監視する際に識別

しやすい、 分かりやすい名前を割り当てます。

ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできま
せん。 また、 長さ制限はあ り ません。 ただし、 すべてのプラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお

勧めし ます。

3 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト で既存のバッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を選択するか、 以下の手順に従っ
てセ ッ ト を作成し ます。 

a ［新規作成］ を ク リ ッ ク し て、 ［NetVault Backup セレ クシ ョ ン］ ページを表示し ます。

b NetVault Backup サーバー ・ ノ ー ド を開いて、 プ ラグイ ンのリ ス ト から ［NetVault データベース］

を開きます。

警告が出る前のレポート・
デバイスの 小空きスペー
ス

この設定は、reportsディレクトリが存在するドライブまたはパーティショ

ン上に必要なディスクの 小空き容量を指定します。 デフォルト値は、レ

ポート・データベースの合計サイズの10パーセントです。 

この設定を変更するには、新たな値を入力または選択します。 

利用可能な空きスペースが指定レベルを下回ると、警告メッセージがログ
に記録されます。

NetVaultデータベースの

バックアップ中に使用する
フォーマット

NetVaultデータベースのバックアップは、tarおよびcustomフォーマット

で生成できます。 デフォルトでは、customフォーマットが使用されます。 

tarフォーマットには、以下の制限があります。

• バックアップ中、一時ファイルを格納するため、大きなディスク容
量が必要です。 NetVault Backupのインストール・ディレクトリの

tmpディレクトリにファイルを格納するための十分なスペースがな

いと、バックアップに失敗する可能性があります。

• テーブル・サイズの制限は8GBです。 サイズが8GBを超えるデー

タベース・テーブルは、このフォーマットを使用してバックアップ
できません。

メ モ ： データベースの不整合やジ ョ ブの障害が発生し ないよ う、 次の操作は同時に実行し ないで く ださい。

• NetVaultデータベースのバックアップ

• ジョブの実行

• メディアのスキャン

オプション 説明
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c ［NetVault データベース］ ノ ー ド を選択し ます。

d ［保存］ をク リ ッ ク して、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボッ クスにセッ ト の名前を入力します。 
［保存］ をク リ ッ ク してダイアログ ・ ボッ クスを閉じます。

4 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ リ ス ト で既存のバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト を選択するか、 以下の手
順に従ってセ ッ ト を作成し ます。 

a ［新規作成］ を ク リ ッ ク し て、 ［NetVault データベース ・ バッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン］ ページを表

示し ます。

b 以下の設定を行います。

▫ ［バッ クア ッ プの前にデータベース ・ テーブルをチ ェ ッ クする］ ： このオプシ ョ ンを使って、

バッ クア ッ プ前に、 スケジューラおよび Media データベース用の構造、 エンテ ィ テ ィ 、 お

よび参照整合性を検証する こ とができます。 これは、 処理中に何らかの不整合を検出する

と、 警告またはエラーのログを生成し ます。 

このオプシ ョ ンはデフ ォル ト で選択されています。

▫ ［バッ クア ッ プ中にオン ラ イ ン ・ イ ンデッ クスを除外する］ ： このオプシ ョ ンは、 オン ラ イ

ン ・ バッ クア ッ プ ・ イ ンデッ クス （ローカルのフ ァ イルシステムに保存されるバッ クア ッ
プ ・ イ ンデッ クス） を NetVault データベース ・ バッ ク ア ッ プから除外し て、 必要なバッ ク

ア ッ プ ・ ウ ィ ン ド ウ内で NVDB バッ クア ッ プを完了させる場合に使用できます。

このオプシ ョ ンはデフ ォル ト で無効になっています。

▫ ［バッ クア ッ プ中にカ タ ログ ・ データベースを除外する］ ： このオプシ ョ ンは、 カ タ ログ検

索データベースを NetVault データベース ・ バッ ク ア ッ プから除外し て必要なバッ クア ッ

プ ・ ウ ィ ン ド ウ内で NVDB バッ クア ッ プを完了する場合に使用できます。

このオプシ ョ ンはデフ ォル ト で無効になっています。

c ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスにセ ッ ト の名前を入力し ま
す。 ［保存］ を ク リ ッ ク し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

5 スケジュール ・ セ ッ ト 、 ターゲッ ト ・ セ ッ ト 、 および詳細設定セ ッ ト を選択または作成し ます。 これらの設

定についての詳細は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。 

6 ジ ョ ブ実行をスケジュールするには、 ［保存 ＆ 実行］ を ク リ ッ ク し ます。 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページ

ではジ ョ ブの進捗をモニ タ し た り、 ［ログ］ ページではログを参照表示する こ とができます。

スケジュールし ないでジ ョ ブ定義を保存するには、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。 このジ ョ ブは、 ［ジ ョ ブ定

義管理］ ページから、 表示、 編集、 または実行する こ とができます。 実行し ない限り、 ［ジ ョ ブ ・ ステー

タ ス］ ページにこのジ ョ ブは表示されません。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］、 ［ログ参照］、 ［ジ ョ ブ定義管理］ についての詳細は、 『Quest NetVault Backup ア

ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

NetVault データベースのリ ス ト ア
以下の目的で、 NetVault データベースのバッ クア ッ プを リ ス ト アする こ とができます。

• NetVault Backup サーバーを回復する。

• NetVault Backup システムを新しいマシンに移行する。

• NetVault Backup のア ッ プグレー ド時にシステム設定を移行する。

NetVault データベースのバッ クア ッ プのリ ス ト アには、 以下の手順が含まれます。

• 前提条件

• リ ス ト ア手順

メ モ ： セ ッ ト 名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含
める こ とはできません。 Linux OS の場合、 名前は 大で 200 文字です。 Windows OS の場

合、 長さ制限はあり ません。 ただ し、 すべてのプラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と

をお勧めし ます。
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前提条件
リ ス ト アを開始する前に、 以下の条件を満た し ている こ と を確認する必要があ り ます。

• ターゲッ ト ・ システムに対する、 NetVault Backup サーバーのイ ンス ト ール。 ソ フ ト ウ ェ アのバージ ョ ン

は、 オ リ ジナルのサーバーと同じ ものである必要があ り ます。

• バッ クア ッ プ ・ デバイスを NetVault Backup サーバーに追加する。 この手順についての詳細は、 『Quest 
NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

• バッ クア ッ プ ・ メ デ ィ アの読み込み。 新規の NetVault Backup ド メ イ ンでは、 メ デ ィ アは 「Foreign」 と

し てマーク されます。 コ ンテンツをロー ド するには、 メ デ ィ アをスキャ ンする必要があり ます。 この手順

についての詳細は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

• カ タ ログ検索データベースを含む NetVault データベースのバッ ク ア ッ プを リ ス ト アする前に、 カ タ ログ

検索を イ ンス ト ールし て有効にする こ と をお勧めし ます （NetVault Backup の新規イ ンス ト ールの場合、

または以前にイ ンス ト ールし たカ タ ログ検索をアン イ ンス ト ールし ている場合）。

リ ス ト ア手順

NetVault データベースのバッ ク ア ッ プを リ ス ト アするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。 

［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成 － セーブセ ッ ト の選択］ ページで、 セーブセ ッ ト ・ テーブルは利用可能なセー

ブセ ッ ト を一覧表示し ます。 このテーブルには、 セーブセ ッ ト 名 （ジ ョ ブ ・ タ イ ト ルと セーブセ ッ ト

ID）、 作成日時、 セーブセ ッ ト のサイズ、 およびセーブセ ッ ト のステータ スが表示されます。 

セーブセ ッ ト のステータ スは、 以下のアイ コ ンを使って示されます。

このセーブセ ッ ト ・ リ ス ト はセーブセ ッ ト 名のアルフ ァベ ッ ト 順にソー ト されています。 列見出し を ク

リ ッ クする こ と で、 別の列でソー ト し た り、 ソー ト 順序を逆にし た りする こ とができます。 列名の隣り に

ある矢印はソー ト 順序を表し ています。

［さ らにロー ド］ を ク リ ッ クする と、 使用可能な場合は、 次のレ コー ド ・ セ ッ ト をロー ド できます。 ロー

ド ・ アクシ ョ ンご とに、 大 5000 レ コー ドが取得されます。 それ以上ロー ド するレ コー ドがない場合

は、 このボタ ンは無効にな り ます。

デフ ォル ト では、 テーブルは作成日時でソー ト されます。 必要に応じ て、 1 つまたは複数の列でテーブル

を ソー ト できます。

NetVault Backup ビル ト イ ン ・ プ ラグイ ン Web アプ リ ケーシ ョ ンでは、 テーブルの複数列のソー ト がサ

ポー ト されます。 ただ し、 初にソー ト し た列が、 その他の列のソー ト よ り優先されます。 たと えば、

「開始時刻」 をプ ラ イマ リ ・ ソー ト と し てテーブルを ソー ト する場合、 「ID/ イ ンス タ ンス / フ ェーズ」 列

でソー ト ・ オプシ ョ ンを選択し ても、 リ ス ト の順序には影響し ません。

1 つの列でソー ト するには、 列見出し を ク リ ッ ク し ます。 ソー ト 方向を変更するには、 列見出し を再度ク

リ ッ ク し ます。 テーブルを ソー ト するために使用するその他の列で、 この手順を繰り返し ます。

メ モ ：  カ タ ログ検索データベースが NetVault データベースのバッ クア ッ プに含まれている場合で

も、 カ タ ログ検索のイ ンス ト ールおよび設定は NetVault データベースの他の部分とは別に実行され

ます。 し たがって、 NetVault データベースのリ ス ト ア中、 カ タ ログ検索の現在の状態 （有効または

無効） と設定は変更されません。

アイコン 説明

セーブセットがオンラインです（すべてのセグメントがオンラインです）。 

セーブセットの一部がオンラインです（一部のセグメントがオンラインです）。 

セーブセットがオフラインです（すべてのセグメントがオフラインです）。
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列名の横にある矢印は、 ソー ト 順 （上向きの場合は昇順、 下向きの場合は降順） を表し ています。 青い矢

印は、 プ ラ イマ リ列のソー ト 順を示すために使用されています。

ソー ト を解除するには、 矢印が表示されな く なるまで、 該当する列の列見出し を ク リ ッ ク し ます。 

列で以下の処理を選択するには、 列メ ニューを ク リ ッ ク し ます。

フ ィ ルタ ・ オプシ ョ ンの設定、 ページ ・ サイズ設定やテーブル内のソー ト 順の表示、 レ コー ドのエクス
ポー ト 、 テーブル設定の編集を行う には、 テーブルの右下隅にあるアイ コ ンを ク リ ッ ク し ます。

詳し く は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 の 「NetVault Backup WebUI での

テーブルのカス タ マイズ」 セクシ ョ ンを参照し て く だ さい。

2 使用するセーブセ ッ ト を選択し て、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

セーブセ ッ ト を選択する と、 以下の情報が ［セーブセ ッ ト 情報］ に表示されます。 ジ ョ ブ ID、 ジ ョ ブ ・

タ イ ト ル、 タグ、 サーバー名、 ク ラ イアン ト 名、 プ ラグイ ン名、 セーブセ ッ ト の日時、 リ タ イア設定、
増分バッ クア ッ プかど うか、 アーカ イブかど うか、 セーブセ ッ ト のサイズなど。

3 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 データベース全体またはその一部を復元するためのデータベー
ス ・ コ ンポーネン ト を選択し ます。

オプション 説明

並び替え（昇順） 列を昇順でソートします。

並び替え（降順） 列を降順でソートします。

列 必要な列の表示/非表示を選択または選択解除します。

コンポーネント 説明

オーディタ・データベース オーディタ・データベースをリストアします。 このデータベースは、

NetVault Backupシステムの監査ログを含んでいます。

バックアップ・カタログ カタログ検索データベースをリストアします。

カタログ検索データベースを除外してNetVaultデータベース・バックアッ

プのみをリストアするには、［セレクション・セット作成］ページで［バッ
クアップ・カタログ］オプションを選択しないでください。

カタログ検索データベースとともにNetVaultデータベース・バックアップ

のみをリストアするか、カタログ検索データベースのみをリストアするに
は、［セレクション・セット作成］ページで［バックアップ・カタログ］オ
プションを選択します。

メモ： NVDBバックアップ中に［バックアップ中にカタログ・データベー

スを除外する］を有効にした場合、リストアする［セレクション・セット
作成］ページのリストアするコンポーネントのリストには［バックアッ
プ・カタログ］オプションが表示されません。

バックアップ・インデック
ス

バックアップ・インデックスをリストアします。

バックアップ・インデックスには、バックアップ・アイテムの一覧および
その参照が含まれています。 各インデックスにはセーブセット番号が割り

当てられています。 バックアップ・インデックスは、バックアップ・メ

ディアおよびディスクにMedia Databaseの一部として保管されます。 イン

デックスは個別のバックアップ・アイテムの位置を提供しています。これ
により、バックアップ・メディアからそれらを復元することができます。
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4 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ンの編集］ を ク リ ッ ク し ます。

5 以下のオプシ ョ ンを設定し ます。

▪ ［リ ス ト ア前にデータベース ・ テーブルのレポー ト を空白にする］ ： デフ ォル ト では、 NetVault デー

タベースのリ ス ト ア時に、 レポー ト ・ データベース内の既存のデータが削除されます。 レポー ト ・

データ内の既存のデータ を保持する場合は、 このチ ェ ッ ク ・ ボッ クスの選択を解除し ます。

［OK］ を ク リ ッ ク し て設定を保存し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

6 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ ページで、 ジ ョ ブ名を指定し ます。 ジ ョ ブの進行状況を監視する際に識別しや

すい、 分かりやすい名前を割り当てます。

ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできま
せん。 また、 長さ制限はあ り ません。 ただし、 すべてのプラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお

勧めし ます。

7 ［ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト ］ リ ス ト でデフ ォル ト では、 データ をバッ クア ッ プ し たク ラ イアン ト が選択
されています。 この設定は変更し ないよ う にする必要があり ます。 

8 スケジュール ・ セ ッ ト 、 リ ス ト ア ・ ソース ・ セ ッ ト 、 および詳細設定セ ッ ト を選択または作成し ます。 こ
れらの設定についての詳細は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て

く だ さい。 

メディア上のこのインデックスをバックアップすることにより、インデッ
クス・ファイルが消失したりMedia Databaseからリタイアされた場合でも、

必要に応じて各セーブセットのコンテンツを確実に表示することができま
す。 バックアップ・インデックスは、NetVaultデータベースからリタイア

または削除した後でも、アーカイブ・メディアからスキャンできます。

メモ： NVDBバックアップ中に［バックアップ中にオンライン・インデッ

クスを除外する］が有効にされた場合、リストアする［セレクション・
セット作成］ページのリストアするコンポーネントのリストには［バック
アップ・インデックス］オプションが表示されません。

クラスタ クラスタ固有設定、および関連クライアント情報をリストアします。

Configuration 設定ファイル、サーバーおよびクライアント・システムの設定をリストア
します。これには、ネットワーク・アクセスおよびプラグインの設定情報
が含まれます。

全般レポート・ファイル レポート・システムに含まれるファイルをリストアします。

キー ライセンス・キーをリストアし、NetVault Backupとライセンス済みプラグ

インの継続使用を許可します。

ログ NetVault Backupログをリストアします。このログには、サーバーおよびク

ライアント・マシンからのすべてのメッセージが含まれています。 また、

特定の時点におけるNetVault Backupのアクティビティを確認することがで

きます。

メディア・マネージャ Mediaデータベースをリストアします。これには、すべてのアクティブ・

メディア、すべてのバックアップ・コンテンツ、バックアップがどのよう
に構成され、どこに配置されているかが記録されています。

スケジュール・マネージャ スケジュール・データベースをリストアします。 このデータベースにはす

べての定義済みジョブ、バックアップ・ポリシー、スケジュール済みジョ
ブとジョブ履歴のレコードが含まれ、ジョブの 終実行時刻やどのような
バックアップが作成されたかが記録されます。

スクリプト NetVault Backupのシステム定義およびユーザー定義スクリプトをリストア

します。

メ モ ：  個別のコ ンポーネン ト を選択し て NetVault データベース ・ バッ クア ッ プの一部を リ ス ト ア

する と、 データベースに不整合が発生する可能性があ り ます。

コンポーネント 説明
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9 ［実行］ を ク リ ッ ク し て、 スケジュール設定のためにジ ョ ブを送信し ます。

重要： リストア・ジョブの送信後に、WebUIを終了します。 このジョブの実行中は、ジョブのステータス

を監視しないでください。 

リストア・ジョブが完了すると、NetVault Backupサービスは停止します。 Txtconfigまたはコマンドライ

ン・インターフェイスから、手動でサービスを再起動する必要があります。

メ モ ： NVDB のリ ス ト ア後にカ タ ログ検索と postgres データベースが同期されるよ う にするには、 ［カ タ

ログ検索の設定］ ページの ［既存のバッ クア ッ プを カ タ ログに追加する］ オプシ ョ ンを選択する必要があ
り ます。
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5

Plug-in for Raw Devices の使用   

• Raw デバイスのバッ クア ッ プ

• Raw デバイス ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア

• 他のデ ィ スクおよびパーテ ィ シ ョ ンへのデータのリ ロケー ト

• 他の NetVault Backup ク ラ イアン ト へのデータのリ ス ト ア

Raw デバイスのバッ クア ッ プ
Raw デバイスのバッ クア ッ プには、 以下の手順が含まれています。

• 前提条件

• バッ クア ッ プ手順

前提条件
バッ クア ッ プを開始する前に、 以下の条件を満た し ている こ と を確認する必要があ り ます。

• Linux および UNIX システム ： 

▪ バッ クア ッ プするデ ィ スクのフ ァ イル ・ システムをマウン ト 解除し ます。

• Windows システム ：

▪ バッ クア ッ プ対象デ ィ スクが使用されていないこ と を確認し ます。

▪ エクスプローラ ・ ウ ィ ン ド ウをすべて閉じ ます。

▪ デ ィ スク管理ユーテ ィ リ テ ィ が動作し ている場合は、 それを終了し ます。

バッ クア ッ プ手順

Raw デバイスをバッ ク ア ッ プするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。

［ガイ ド付き設定］ リ ン クからウ ィ ザー ド を開始する こ と もできます。 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［ガ

イ ド付き設定］ を ク リ ッ ク し て、 次に ［NetVault 設定ウ ィ ザー ド］ ページで ［バッ クア ッ プ ・ ジ ョ ブ作

成］ を ク リ ッ ク し ます。

メ モ ： Windows では、 Plug-in for Raw Devices を使用し て、 GPT （GUID パーテ ィ シ ョ ン ・ テーブル） ス

タ イルのパーテ ィ シ ョ ンをバッ クア ッ プする こ とはできません。 プラグイ ンは、 MBR （マス ター ・ ブー

ト ・ レ コー ド） ス タ イルのパーテ ィ シ ョ ンのバッ クア ッ プにのみ使用する こ とができます。

Linuxでは、Plug-in for Raw Devicesを使用して、GPTスタイルのパーティションをバックアップすること

ができます。
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2 ［ジ ョ ブ名］ に、 ジ ョ ブの名前を指定し ます。 ジ ョ ブの進行やデータのリ ス ト ア状態を監視する際に識別

しやすい、 分かりやすい名前を割り当てます。 

ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできま
せん。 また、 長さ制限はあ り ません。 ただし、 すべてのプラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお

勧めし ます。

3 ［セレ クシ ョ ン］ リ ス ト で既存のバッ クア ッ プ ・ セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト を選択するか、 以下の手順に従っ
てセ ッ ト を作成し ます。 

d ［新規作成］ を ク リ ッ ク し て、 ［NetVault Backup セレ クシ ョ ン］ ページを表示し ます。

a NetVault Backup サーバー ・ ノ ー ド を開いて、 プ ラグイ ンのリ ス ト から Raw デバイスを開きます。

b バッ クア ッ プするデータ を選択し ます。

LinuxおよびUNIX （Mac OS Xを含む）

a rootディレクトリ・ノードを開いてディレクトリ・ツリーを表示します。

b ［/dev］ノードを開いて、ディスクを選択します。

c バックアップするパーティション・デバイス・ファイルを選択します。

Windows

▫ 物理デ ィ スク全体をバッ クア ッ プ ： ［物理デ ィ スク <n>］ ノ ー ド を選択し ます。

▫ マス ター ・ ブー ト ・ レ コー ド （MBR） と システム ・ パーテ ィ シ ョ ンをバッ クア ッ プ ： ［物

理デ ィ スク <n>］ ノ ー ド を開いて、 ［マス ター ・ ブー ト ・ レ コー ド & システム ・ パーテ ィ

シ ョ ン］ ノ ー ド を選択し ます。

▫ 個別のパーテ ィ シ ョ ンをバッ クア ッ プ ： ［物理デ ィ スク <n>］ ノ ー ド を開いて、 バッ ク

ア ッ プする ［パーテ ィ シ ョ ン <n>］ ノ ー ド を選択し ます。

c ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスにセ ッ ト の名前を入力し ま
す。 ［保存］ を ク リ ッ ク し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

4 ［プ ラグイ ン ・ オプシ ョ ン］ リ ス ト で既存のバッ クア ッ プ ・ オプシ ョ ン ・ セ ッ ト を選択するか、 以下の手
順に従ってセ ッ ト を作成し ます。 

a ［新規作成］ を ク リ ッ ク し て、 ［Raw Partitions Backup Options］ ページを表示し ます。

a Windows ベースのク ラ イアン ト で以下の設定を行います。

▫ ［レポー ト されたデ ィ スク ・ サイズのバッ クア ッ プ］ ： デフ ォル ト では、 プ ラグイ ンは OS
からデ ィ スクのサイズを取得し、 報告されたサイズ分のデータ をバッ クア ッ プ し ます。 こ
のオプシ ョ ンを用いる と、 報告されたものと同じサイズであれば、 た と え実際のデータの
サイズが異なっていても、 データ を任意の物理デ ィ スクに リ ス ト アする こ とができます。

▫ ［コ ンテンツ全体をバッ クア ッ プ］ ： このオプシ ョ ンを選択する と、 実際の値と報告された

デ ィ スク ・ サイズが異なっていても、 報告されたデ ィ スク ・ サイズにかかわらず、 コ ンテ
ンツ全体をバッ クア ッ プできます。

b ［保存］ を ク リ ッ ク し て、 ［新規セ ッ ト の作成］ ダイアログ ・ ボ ッ クスにセ ッ ト の名前を入力し ま
す。 ［保存］ を ク リ ッ ク し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

5 スケジュール ・ セ ッ ト 、 ターゲッ ト ・ セ ッ ト 、 および詳細設定セ ッ ト を選択または作成し ます。 これらの設

定についての詳細は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く ださい。 

6 ジ ョ ブ実行をスケジュールするには、 ［保存 ＆ 実行］ を ク リ ッ ク し ます。 ［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］ ページ

ではジ ョ ブの進捗をモニ タ し た り、 ［ログ］ ページではログを参照表示する こ とができます。

メ モ ： セ ッ ト 名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含
める こ とはできません。 Linux OS の場合、 名前は 大で 200 文字です。 Windows OS の場

合、 長さ制限はあり ません。 ただ し、 すべてのプラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と

をお勧めし ます。
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スケジュールし ないでジ ョ ブ定義を保存するには、 ［保存］ を ク リ ッ ク し ます。 このジ ョ ブは、 ［ジ ョ ブ定

義管理］ ページから、 表示、 編集、 または実行する こ とができます。 実行し ない限り、 ［ジ ョ ブ ・ ステー

タ ス］ ページにこのジ ョ ブは表示されません。

［ジ ョ ブ ・ ステータ ス］、 ［ログ参照］、 ［ジ ョ ブ定義管理］ についての詳細は、 『Quest NetVault Backup ア

ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て く だ さい。

Raw デバイス ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア
Raw デバイス ・ バッ クア ッ プのリ ス ト アには、 以下の手順が含まれます。

• 前提条件

• リ ス ト ア手順

前提条件
リ ス ト アを開始する前に、 以下の条件を満た し ている こ と を確認する必要があ り ます。

• デ ィ スク全体を リ ス ト ア ： ターゲ ッ ト ・ デ ィ スク をマウン ト 解除し ます。 ターゲッ ト ・ デ ィ スクのサイズ

が、 ソース ・ デ ィ スク と同じかそれ以上のサイズである こ と を確認し ます。

• 個別パーテ ィ シ ョ ンを リ ス ト ア ： Windows で、 ターゲッ ト ・ パーテ ィ シ ョ ンのサイズがソース ・ パー

テ ィ シ ョ ン ・ サイズと同じ である こ と を確認し ます。 サイズが異なるパーテ ィ シ ョ ンにデータ を リ ス ト ア

する と、 リ ス ト アの終了時に、 「リ ス ト アのパーテ ィ シ ョ ンが、 バッ クア ッ プ ・ パーテ ィ シ ョ ンの容量と
異な り ます」 とい う メ ッ セージが表示されます。 このよ う な リ ス ト アでは、 再イ ンス ト ールや再フ ォー

マ ッ ト が必要になる こ とがあり ます。

この要件は、 Linux および UNIX システムには適用されません。

リ ス ト ア手順

Raw デバイス ・ バッ ク ア ッ プを リ ス ト アするには ：

1 ［ナビゲーシ ョ ン］ パネルで、 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ を ク リ ッ ク し ます。 セクシ ョ ン 「リ ス ト ア手順」

のステ ッ プ 1 ～ステ ッ プ 2 を実行し ます。

2 ［セレ クシ ョ ン ・ セ ッ ト 作成］ ページで、 リ ス ト アするデ ィ スク を選択し ます。 または、 親ノ ー ド を開い

て、 リ ス ト アするパーテ ィ シ ョ ンを選択し ます。

［保存］ を ク リ ッ ク し て設定を保存し、 ［次へ］ を ク リ ッ ク し ます。

3 ［リ ス ト ア ・ ジ ョ ブ作成］ ページで、 ジ ョ ブ名を指定し ます。 ジ ョ ブの進行状況を監視する際に識別しや

すい、 分かりやすい名前を割り当てます。

ジ ョ ブ名には英数字と英数字以外の文字を使用できますが、 非ラテン語系の文字を含める こ とはできま
せん。 また、 長さ制限はあ り ません。 ただし、 すべてのプラ ッ ト フ ォームで、 40 文字以内にする こ と をお

勧めし ます。

4 ［ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト ］ リ ス ト でデフ ォル ト では、 データ をバッ クア ッ プ し たク ラ イアン ト が選択
されています。 この設定は変更し ないよ う にする必要があり ます。 

メ モ ： Plug-in for Raw Devices は、 ク ロスプ ラ ッ ト フ ォームでのリ ス ト アは行えません。 Windows ク ラ イ

アン ト の Raw デバイス ・ バッ クア ッ プを Linux ク ラ イアン ト にリ ス ト アする こ と、 または Linux ク ラ イア

ン ト の Raw デバイス ・ バッ クア ッ プを Windows ク ラ イアン ト にバッ クア ッ プする こ とはできません。
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5 スケジュール ・ セ ッ ト 、 リ ス ト ア ・ ソース ・ セ ッ ト 、 および詳細設定セ ッ ト を選択または作成し ます。 こ
れらの設定についての詳細は、 『Quest NetVault Backup ア ド ミ ニス ト レーターズ ・ ガイ ド』 を参照し て

く だ さい。 

6 ［実行］ を ク リ ッ ク し て、 スケジュール設定のためにジ ョ ブを送信し ます。

追加説明
リ ス ト ア ・ ジ ョ ブで MBR と 1 つ以上のパーテ ィ シ ョ ンを選択する と、 MBR は正常に リ ス ト ア されますが、 選

択し たパーテ ィ シ ョ ンのリ ス ト アは失敗し、 ジ ョ ブの終了時に警告 （「デ ィ スク <n> のパーテ ィ シ ョ ン <n> の情

報を取得できませんで し た」） が表示されます。 リ ス ト ア された MBR に関する情報が Windows で更新されな

かったため、 プ ラグイ ンはパーテ ィ シ ョ ン情報を取得できません。 

MBR および 1 つ以上のパーテ ィ シ ョ ンを リ ス ト するには、 次の手順を実行し ます。

1 MBR を リ ス ト ア し ます。

2 Windows のデ ィ スクの管理ユーテ ィ リ テ ィ を開始し ます。 ［ 新の情報に更新］ コ マン ド を使用し て、

Windows の MBR 情報を更新し ます。

3 個別のパーテ ィ シ ョ ンを リ ス ト ア し ます。

他のデ ィ スクおよびパーテ ィ シ ョ ンへの
データのリ ロケー ト
既存のデータ を上書きせずに Raw デバイス ・ バッ クア ッ プを リ ス ト アするために、 ク ラ イアン ト 上の別のデ ィ

スク またはパーテ ィ シ ョ ンにデータ を リ ロケー ト する こ とができます。 オ リ ジナルのデ ィ スクが利用できないま

たは壊れた場合にも、 この手順を使用する こ とができます。

他のデ ィ スクおよびパーテ ィ シ ョ ンにデータ を リ ロケー ト するには ：

1 リ ス ト ア ・ ウ ィ ザー ド を開始し て、 リ ス ト アするデータ を選択し ます。 詳細は、 セクシ ョ ン 「Raw デバ

イス ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア」 のステ ッ プ 1 ～ 3 を参照し て く だ さい。

2 名前を変更またはリ ロケー ト するデ ィ スク またはパーテ ィ シ ョ ンを選択し て、 ［名前変更］ を ク リ ッ ク し
ます。

3 ［名前変更 / 再配置］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで、 以下の情報を指定し ます。

▪ Linux および UNIX ： 新しいデ ィ スクへのフル ・ パスを入力し ます。

重要： 

• リストアの実行中は、対象ドライブにアクセスしないよう注意してください。 そうした行為を行う

と、ジョブが失敗し、パーティション・データが破壊されます。 

• ジョブ・ステータスを表示するには、NetVault Backup WebUIを使用します。

• Windowsクライアントでリストアが完了したら、マシンを再起動します。 マシンを再起動するまで

は、リストアしたデータを表示または参照しないでください。

重要： 

• Windowsの場合は、個々のパーティションを再作成することなく、MBRを他のディスクにリストア

できます。

• MBRは任意のディスクにリロケートすることができますが、そのディスク上のゼロ（0）パーティ

ションにコピーされなければなりません。

• バックアップのリロケート先となるディスクあるいはパーティションを指定するには、ディスクお
よびパーティション番号を使用します。
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▪ Windows ： データ を他のデ ィ スクに リ ロケー ト する場合は、 対象と なるデ ィ スク番号を入力し ま

す。 た と えば 「Disk 1」 あるいは 「1」 と入力し ます。

データを他のパーティションにリロケートさせる場合は、対象となるディスク番号およびパー
ティション番号を入力します。 たとえば「Disk 1 Partition 4」あるいは「1 4」と入力します。

［OK］ を ク リ ッ ク し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

ダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ る と、 プ ラグイ ンはセレ クシ ョ ン ・ ツ リー内の対応する ノ ー ド を更新し て、
デ ィ スク またはパーテ ィ シ ョ ンの新しい場所を表示し ます。

4 セクシ ョ ン 「Raw デバイス ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア」 のステ ッ プ 3 ～ 7 を実行し ます。

他の NetVault Backup ク ラ イアン ト への

データのリ ス ト ア
Raw デバイス ・ バッ クア ッ プを リ ス ト アする場合、 別のク ラ イアン ト にデータ を リ ロケー ト する こ とができま

す。 この手順は、 サーバー移行やデ ィ ザス タ ・ リ カバリ操作時に役立ちます。

他のク ラ イアン ト への Raw デバイス ・ バッ クア ッ プのリ ス ト アには、 以下の手順が含まれます。

• 前提条件

• リ ス ト ア手順

前提条件
リ ス ト アを開始する前に、 以下の条件を満た し ている こ と を確認する必要があ り ます。

• ターゲッ ト ・ システムに NetVault Backup サーバーまたはク ラ イアン ト ・ ソ フ ト ウェ アを イ ンス ト ールす

る こ と。 

• NetVault Backup サーバーにターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト を追加し ます。

リ ス ト ア手順

他のク ラ イアン ト にデータ を リ ロケー ト するには ：

1 セクシ ョ ン 「Raw デバイス ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア」 のステ ッ プ 1 ～ 4 を実行し ます。

2 ［ターゲッ ト ・ ク ラ イアン ト ］ リ ス ト で、 リ ス ト ア ・ ターゲッ ト を選択し ます。 

または、 ［選択］ を ク リ ッ ク し て、 ［ク ラ イアン ト 指定選択］ ダイアログ ・ ボ ッ クスで リ ス ト ア ・ ター
ゲッ ト を選択し ます。 ［OK］ を ク リ ッ ク し てダイアログ ・ ボ ッ クスを閉じ ます。

3 セクシ ョ ン 「Raw デバイス ・ バッ クア ッ プのリ ス ト ア」 のステ ッ プ 6 と 7 を実行し ます。

メ モ ： 他のク ラ イアン ト にデータ を リ ス ト アする際にも、 ［再配置］ オプシ ョ ンを使用する こ とができま
す。 これらのオプシ ョ ンについての詳細は、 「他のデ ィ スクおよびパーテ ィ シ ョ ンへのデータのリ ロケー

ト 」 を参照し て く だ さい。
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弊社について
弊社の社名は単なる名前ではありません
弊社は、 お客様が情報技術をよ り有効に活用できる方法を常に探しています。 そのために、 IT 管理にかかる時間を節

約し、 ビジネスの革新に多 く の時間を費やすこ とができるよ う なソ フ ト ウェア ・ ソ リ ューシ ョ ンをコ ミ ュニテ ィ主導
で構築しています。 データ ・ セン ターの近代化と ク ラウドの早期利用を支援し、 データ を活用したビジネスを成長さ
せるために必要な専門知識、 セキュ リ テ ィ、 アクセシビ リ テ ィ を提供します。 Quest は、 革新の一環と してお客様を

グローバル ・ コ ミ ュニテ ィ に招き入れ、 さ らに顧客満足度を確保するために努力しながら、 お客様の現状に実際にイ
ンパク ト を与え、 誇ら しい遺産を残すこ とができるソ リ ューシ ョ ンを提供し続けています。 弊社は新しいソ フ ト ウェ

ア会社へと変革するこ とで現状に挑戦しています。 弊社は、 お客様のパー ト ナーと して、 お客様主体でお客様に適し

た情報技術を設計できるよ うに精力的に努力しています。 これは弊社の使命であり、 お客様と一緒に取り組みます。 
新しい Quest へよ う こそ。 お客様は、 Join the Innovation™ （革新的な世界への参加） に招待されました。

弊社のブランド、弊社のビジョン。 お客様

と共に。
弊社のロゴは、 革新、 コ ミ ュニテ ィ 、 サポー ト とい う弊社の主題を表し ています。 この主題の重要な部分は、 Q
とい う文字で始ま り ます。 それは完全な円であり、 技術的な正確さ と強さへの約束を表し ます。 Q 自体の中にあ
る空間は、 不足し ている構成要素 （つま り お客様） がコ ミ ュニテ ィ および新しい Quest に加わる必要がある こ

と を象徴し ています。

Questへのお問い合わせ
販売その他に関するご質問については、 www.quest.com/jp-ja を参照し て く だ さい。

テクニカル・サポート用リソース
テクニカル ・ サポー ト は、 Quest の有効な保守契約を締結し ている場合、 または試用版を保有し ている場合にご利

用いただけます。 Quest サポー ト ・ ポータル （https://support.quest.com/ja-jp） にアクセスする こ とができます。

サポー ト ・ ポータルには、 問題を自主的にすばや く 解決するために使用できるセルフヘルプ ・ ツールがあり、 24 
時間 365 日ご利用いただけます。 サポー ト ・ ポータルでは次のこ と を実行できます。

• サービス ・ リ クエス ト の送信と管理。

• ナレ ッ ジベース記事の参照。

• 製品に関するお知らせへの登録。

• ソ フ ト ウ ェ ア と技術文書のダウンロー ド。

• 入門ビデオの閲覧。

• コ ミ ュニテ ィ ・ デ ィ スカ ッ シ ョ ンへの参加。

• サポー ト ・ エンジニア とのオン ラ イ ン ・ チャ ッ ト 。

• 製品に関する支援サービスの表示。
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